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2000年（平成 12年） 
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5． 宝来久美子，永田 啓，杉本喜久，櫻井律子，浅利高志，木村雅巳，馬場清一：病院
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報学 2000;20（Suppl.2）：172-173 
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2001年（平成 13年） 
1. 可児一孝：学会印象記 第 54回日本臨床眼科学会シンポジウム 9「新しい眼科測定器の
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2003年（平成 15年） 
1. 三田実千代：斜視診療ガイドライン．滋賀県医師会雑誌 2003;5(3): 13-14 
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2004年（平成 16年） 
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2005年（平成 17年） 
1. 瀧畑能子：三歳児眼科健診の現状と今後の問題，眼紀 2005;56(4)297 
2. 澤田修、大路正人：加齢黄斑変性：治療（光凝固、硝子体手術）のリスクと対処法につ
いて教えてください。 あたらしい眼科 2005;22(臨増):167-171  
3. 大島鉄朗, 坂口裕和, 大路正人：OCTの眼科領域における臨床応用．日本レーザー医学
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2006年（平成 18年） 
1. 川村肇，大路正人：ワイドビューイングシステムを使用した裂孔原性網膜剥離の硝子
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（9）:1135-1139 
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10. 村木早苗：麻痺性斜視の治療方針．あたらしい眼科2010;27(12):1671-1675 
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40, 9-12  
 
 
2012年（平成 24年） 
1. 髙橋眞美，杉山能子：2．共同性水平斜視（治療の定量を含めて）特集‐眼位・眼球運
動異常の診断と治療 眼科 2012；54(4)：345-349 
2. 柿木雅志，大路正人：レーザー医工学の進歩－眼科におけるレーザー医工学― 医学の
あゆみ 2012；240(6)：493-496 
3. 澤田智子，大路正人：加齢黄斑変性に対する抗 VEGF薬の治療効果－ラニビズマブと
ベバシズマブの比較療－ 薬局 2012；63(1)：120-122 
4. 澤田智子，大路正人：加齢黄斑変性症の予防・治療 日本医事新報 2012；4580：95-96 
5. 村木早苗：先天赤緑色覚異常の遺伝子 日本の眼科 2012；83(5)：594-598 
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3. 西田保裕：筋移動術．眼科グラフィック 2013;2(02):196-200, 2013 
4. 西田保裕：甲状腺眼症に対する手術療法-斜視手術． 眼科手術 2013;26:329-333 
